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第202号（2）

西
椎
路
浅
間
神
社
秋
祭
り

鯛
か
ら
の
雨
で
、
子
と
も
蓋
の

お
神
輿
は
残
念
な
が
ら
中
止
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
け
れ
ど

も
、
恒
例
の
ハ
イ
ゼ
ツ
つ
ス
の
炊

き
出
し
は
浅
間
神
社
境
内
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

自
治
会
館
で
は
出
店
の
美
味
し

い
香
り
が
漂
い
、
ピ
ン
⊃
大
会
、

鳥
等熊
野
神
社
の
秋
祭
り

己
存
知
セ
し
た
か
？
　
　
塁

愛
鷹
浅
周
神
社
と
金
山
神
社
〓
果
原
）

抽
選
（
云
、
カ
ラ

オ
ケ
大
芸
な
ど

も
開
か
れ
て
、

小
雨
の
中
で
も

大
勢
の
方
々
が

集
ま
り
、
夕
方

ま
で
賑
わ
い
ま

した。

荒
谷
で
は
熊
野
神
社
の
秋
祭
り

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
天
で
、
午
前
に

予
定
し
て
い
た
お
神
輿
は
、
天
気

回
復
を
願
っ
て
午
後
に
見
送
ら
れ

ま
し
た
。
願
い
が
届
い
て
雨
も
上

が
り
、
待
ち
に
待
っ
た
子
ど
も
達

が
男
神
輿
、
女
神
輿
に
分
か
れ
て

担
ぎ
、
元
気
一
杯
の
笑
顔
で
賑
や

か
に
出
発
し
町
内
を
回
り
ま
し
た
。

宝
暦
五
年
に
建
御
名
方
神
　
木

花
開
耶
姫
の
両
神
を
祀
っ
て
建
て

ら
れ
た
愛
鷹
浅
間
神
社
。
そ
し
て

か
な
や
ま
ひ
T
L
の
み
こ
と

宝
物
の
神
で
あ
る
釜
山
彦
命
を

祀
っ
た
釜
山
神
社
。
「
浅
間
さ
ん
」

「
釜
山
さ
ん
」
と
親
し
み
を
込
め
て

呼
ば
れ
て
い
る
二
つ
の
本
殿
は
、

一
つ
の
社
に
並
ん
で
祀
ら
れ
て
い

ま
す
。
ち
ょ
っ
と
不
思
議
な
こ
の

光
景
の
理
由
が
地
元
乗
原
に
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

『
太
平
洋
戦
争
の
終
戦
に
よ
り
、

神
社
と
学
校
を
併
設
し
置
く
こ
と

は
教
育
上
不
可
』
と
釜
山
神
社
の

兼
原
の
秋
祭
り祭り

前
日

の
早
朝
、
高

さ
1
0
m
の
磯

り
柱
を
当
番

町
の
方
々
が

立
て
、
そ
の

後
、
神
主
さ

ん
に
よ
り
お

祓
い
が
行
わ

）

れ
ま
し
た
。

当
日
は
雨
天
の
た
め
に
、
子
ど

も
芸
の
お
神
輿
は
取
り
や
め
に

な
っ
て
し
ま
い
、
き
れ
い
に
飾
ら

れ
た
お
神
輿
は
出
番
な
く
寂
し
そ

う
で
し
た
。
で
も
、
自
治
（
云
館
で

は
模
擬
店
、
バ
ザ
ー
、
ゲ
ー
ム
な

ど
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
、
子
ど
も

達
が
た
く
さ
ん
集
ま
り
賑
や
か
に

楽
し
い
時
間
を
過
「
」
し
て
い
ま
し

た。

（鈴木）

移
転
を
迫
ら
れ
た
村
当
局
は
、

氏
子
で
あ
る
棄
原
区
民
と
協
議

の
上
、
昭
和
二
十
四
年
愛
鷹
浅

間
神
社
に
合
祀
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
二
十
年
後
。
『
神
殿

は
幾
宰
霜
の
年
月
流
れ
老
朽
腐

食
に
依
り
修
理
も
困
難
』
と
な

り
、
合
祀
の
際
に
代
償
と
し
て

下
げ
渡
さ
れ
て
い
た
山
林
二
町

四
度
を
売
却
し
現
在
の
社
が
建

て
ら
れ
た
の
で
す
。

社
は
昭
和
四
十
」
ハ
年
二
目
に
、

鳥
居
は
同
年
十
日
に
完
成
し
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
（
鈴
木
）

浅
間
神
社
並
び
に
釜
山
神
社
の
縁
起

昭
和
四
十
」
ハ
年
十
円

南
山
沙
門
慈
園
書
　
よ
り



平成27年12月15日

～地域の安全を守る

活動をしています～
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迷わず　　　　　　※携帯t話からも適l

こ
一
緒
し
て
み
ま
し
た

ふ
れ
あ
い
談
話
室
十
月
十
八
日
①

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
人
力
車
の
芸
」

の
送
迎
を
利
用
す
る
な
ど
し
て
参

加
し
た
方
は
、
過
去
最
多
の
6
5

名
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま
つ

り
に
出
展
す
る
　
「
コ
マ
」
　
作
り
。

受
付
を
済
ま
せ
、
血
圧
を
測
っ
て

も
ら
い
な
が
ら
の
ち
ょ
っ
と
し
た

芸
話
も
楽
し
そ
う
。
会
場
に
入
る

と
テ
ー
ブ
ル
に
置
か
れ
た
か
わ
い

い
花
瓶
の
花
が
お
出
迎
え
、
お
茶

の
接
待
に
参
加
者
同
士
の
芸
話
も

弾
ん
で
い
ま
す
。

準
備
体
操
で
指
を
ほ
ぐ
し
て
、

コ
マ
作
り
を
始
め
ま
す
ゥ
　
福
祉
委

員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
お
手
伝
い
。

カ
ラ
フ
ル
な
コ
マ
が
出
来
上
が
り

ま
し
た
。
昼
念
は
手
作
り
の
炊
き
込
み
「
」

飯
と
お
吸
い
物
、
デ
ザ
ー
ト
に
み

かん。「
ひ
と
り
暮
ら
し
だ
か
ら
、
み
ん

な
で
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
貴
べ

る
ご
飯
は
と
て
も
お
い
し
い
」
「
こ

の
談
話
室
に
来
る
の
を
禁
し
み
に

し
て
い
る
ん
だ
よ
」
　
い
ろ
い
ろ
お

話
を
伺
い
な
が
ら
〓
精
に
い
た
だ

き
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
加
藤
）
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愛
鷹
地
区
社
協
の
サ
ロ
ン
活
動

【
ふ
れ
あ
い
談
話
室
】

・
年
4
回
開
催

・
対
象
は
7
0
歳
以
上
の
方

・
参
加
費
は
3
0
0
円

・
申
込
み
、
問
合
せ
は
、

各
自
治
会
の
福
祉
委
員
ま
で

オ
レ
ン
ジ
の
帽
子
、
オ
レ
ン
ジ

の
チ
ョ
ッ
キ
、
黄
色
い
の
ぼ
り
旗
。

愛
鷹
地
区
で
知
る
人
ぞ
知
る
、
防

犯
協
力
会
の
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
で

す。
協
力
会
は
、
地
域
で
の
活
動
を

）

通
し
て
様
々
な
犯
罪
の
防
止
に
繋

げ
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
享
同
、

そ
の
活
動
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

各
町
内
か
ら
選
出
さ
れ
た
協
力

（
云
昌
が
二
人
一
組
で
、
毎
週
、
地

区
全
域
を
巡
回
し
て
い
ま
す
。
黄

色
い
軽
自
動
車
が
、
璧
小
の
テ
ー

マ
曲
　
（
ド
リ
ー
ム
）
を
流
し
な
が

ら
回
っ
て
い
ま
す
の
で
よ
く
聞
い

て
い
た
だ
き
、
廃
品
回
収
と
間
違

わ
な
い
で
く
だ
さ
い
ね
。

納
涼
ま
つ
り
で
は
、
会
場
周
辺

や
テ
ン
ト
周
り
に
の
ぼ
り
旗
を
設

置
、
三
班
に
分
か
れ
て
会
場
を
パ

ト
ロ
ー
ル
し
ま
し
た
。
特
に
自
転

車
の
侵
入
や
子
と
も
達
の
か
け
っ

こ
等
に
目
配
り
し
て
い
ま
し
た
。

花
火
芸
場
前
の
警
備
も
担
当
し
、

テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
の
管
理
も
行
い

ま
し
た
。
体
看
大
会
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま

つ
り
で
も
、
の
ぼ
り
旗
を
掲
げ
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

十
二
月
に
は
、
協
力
会
員
全
員

で
璃
区
全
体
を
く
ま
な
く
パ
ト

ロ
ー
ル
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地

域
の
安
全
を
守
る
担
い
手
と
し
て

活
動
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
見
か

け
ま
し
た
ら
手
を
振
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。
　
　
（
田
嶋
）

こ
れ
ら
は
詐
欺
で
す
ー
・

人
の
何
気
な
い
ふ
つ
う
の
気
持
ち

に
つ
け
い
り
、
そ
の
気
持
ち
を
利

用
し
て
お
金
を
吸
い
と
る

そ
れ
が

『
振
り
込
め
詐
欺
』

☆
お
知
ら
せ
☆

片
岡
亮
太
巡
査
長
が

転
入
し
ま
し
た
。

鷹
叫
　
し
更
一
¶

転
出
し
た
佐
野
巡
垂
に

代
わ
り
烏
谷
　
柳
沢
地
区

を
担
当
し
て
い
ま
す
。
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清
々
し
い
秋
空
の
下
、
華
や
か

に
く
す
玉
が
割
ら
れ
、
今
年
も
祭

り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

様
々
な
世
代
と
団
体
の
屋
内
展

示
や
売
店
、
ス
テ
ー
ジ
で
の
発
表

な
ど
、
多
く
の
方
が
楽
し
み
ま
し

た。
実
行
委
員
長
の
　
「
来
年
も
こ
こ

で
楽
し
く
や
り
ま
し
ょ
う
」
　
の
挨

拶
で
祭
り
の
幕
が
下
り
ま
し
た
。

（
小
山
・
中
村
）
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2015ぬまづ健康スポーツ祭　結果
10月11日（8）

〈ファミリーバドミントン〉
Aコート　AFB・＝優勝

Dコート　チーム璽鷹…4位

〈キンポールスポーツ〉
Gコート　松見台・2位

棄原ニュータウン…6位
Hコート　芝原町‥・3位

赤したかgPO斤rg
北ブ0ツクPTA親睦バレーボール大会

11月28日仕）

沼津市民体育館で行われた親睦バレーボール大会の

ハードバレーボールの部で、愛鷹中学校PTAは昨年に

続いて優勝！二連覇を成し遂げました。

選手の皆さん、応援の皆さん、お疲れ様でした。

愛
鷹
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
供
用
開
始
に
向
け
て

～
工
事
の
進
捗
状
況
と
発
掘
物
展
示
の
紹
介
～

相
方
街
道
か
ら
新
幹
線
ま
で
の

ス
マ
1
ト
イ
ン
タ
ー
取
り
付
け
道

路
の
関
連
工
事
も
終
了
し
、
う
後

は
東
名
高
速
の
流
入
　
流
出
路
の

舗
装
工
事
や
施
設
建
設
工
事
が
行

わ
れ
て
平
成
2
8
年
3
月
天
に
は
上

下
線
と
も
に
供
用
開
始
と
な
る
予

定
で
す
。

こ
れ
に
」
・
訊
リ
ノ
、

愛
鷹
地
区
か
ら

棄
名
高
速
へ
の

所
要
時
間
は
大

幅
に
短
縮
さ
れ

る
こ
と
が
見
込

ま
れ
、
ア
ク
セ

ス
が
非
常
に
便

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

建
設
の
工
事
現
場
で
長
期
に
わ

た
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
発
掘
調
査

で
は
、
旧
石
器
時
代
か
ら
古
墳
時

代
に
か
け
て
の
遺
構
や
遺
物
が
見

つ
か
り
ま
し
た
。
鉄
製
の
太
刀
（
直

刀
）
、
小
刀
、
鉄
製
矢
じ
り
、
ど
ん

ぐ
り
を
調
理
す
る
た
め
の
石
皿
や

縄
文
土
器
片
、
石
器
な
ど
の
遺
物

が
出
土
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は

2
年
ほ
ど
か
け
て
整
理
さ
れ
た
後

で
、
大
諏
訪
に
あ
る
沼
津
市
文
化

財
セ
ン
タ
ー
に
保
管
さ
れ
ま
す
。

利
に
な
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

一
方
で
、
周
辺
道
路
の
交
通
量

が
増
加
す
る
こ
と
か
ら
通
学
路
な

ど
子
ど
も
達
の
安
全
を
守
る
た
め

に
地
域
（
王
体
で
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
は
、

こ
れ
ま
で
に
発
掘
さ
れ
た
遺
跡
の

遺
物
や
、
保
存
か
開
発
か
で
話
題

に
な
っ
て
い
る
　
「
高
尾
山
古
墳
」

の
遺
物
も
見
学
す
る
こ
と
が
で
き

ます。興
味
を
持
た
れ
た
方
は
一
度
足

を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
っ
　
　
　
　
　
　
　
（
亀
田
）

）

第
4
7
国
元
旦
歩
こ
う
会

一
月
一
日
㈲
雨
天
の
場
合
　
二
田
出

午
前
6
時
3
0
分
ま
で
に
集
合

柳
沢
　
「
赤
野
観
音
」

※
境
内
で
お
神
酒
や
甘
酒
が

振
る
舞
わ
れ
ま
す

示
　
　
版

成
人
式

一
目
十
日
掛
午
前
1
0
時
開
式

ニ
ュ
ー
ウ
工
ル
サ
ン
ピ
ア
沼
津

ど
ん
ど
焼
き

二
月
十
日
掛

＝
開
催
自
治
（
云
＝

小
屋
敷
・
久
保
　
中
尾

目
黒
身
　
西
椎
路
・
乗
原

烏
告
　
柳
沢
　
青
野

》ハ

あ
し
た
か
か
ら

宇
宙
へ
飛
び
出
そ
う

－
星
を
観
る
会
－

一
月
十
」
ハ
日
出

午
後
4
時
3
0
分
～

地
区
セ
ン
タ
ー

※
詳
細
は
回
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い

発
祖
回
交
通
安
全

凧
つ
く
り
凧
あ
げ
大
会

一
月
二
一
十
日
出

午
前
9
時
受
付

地
区
ヒ
ン
ク
ー
大
会
議
室

寝
〓
九
年
低
の
仙
館
日
の
お
知
ら
せ

愛
鷹
市
民
窓
口
事
務
所

十
二
円
二
十
九
日
㈹
か
ら

一
月
三
臼
田
ま
で

）

愛
鷹
地
区
セ
ン
タ
ー

十
二
月
二
十
八
日
個
か
ら

一
月
四
日
岡
ま
で
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：…‥支え合う人と人

地域で育む思いやりの心・福祉の心

玩■誰■転■Ⅷ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま
つ
り

十
月
三
十
一
日
出
、
十
一
月
一
日
①

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
福
祉
委
員
に
よ
り
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
ふ
れ
あ
い
が
あ
り
ま
し
た
。

）

【
だ
が
し
や
】

恒
例
と
な
っ
た
駄
菓
子
屋
を
開

店
。
大
盛
況
で
し
た
。

【夢工房】

・
ト
ン
カ
チ
と
ん
と
ん
（
木
工
体
験
）

木
で
石
鹸
入
れ
を
作
り
ま
し
た
。

・
小
物
作
り
体
験

折
り
紙
で
か
わ
い
い
楊
枝
入
れ

や
風
車
、
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
で
コ

マ
を
作
り
ま
し
た
。

木
工
に
4
0
人
、
折
り
紙
ク
ラ

フ
ト
に
は
1
6
0
人
が
参
加
し
て

く
れ
ま
し
た
。

夢
工
房
参
加
費
や
ふ
く
ろ
う
ラ

ン
ド
ヒ
ル
募
釜
で
、
今
面
は
1
万

9
5
7
円
集
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
N
V
N
　
（
日
本
沼
津
災
害
救

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
）
　
を
通
じ

て
被
災
地
へ
贈
り
ま
す
。

【
屋
内
展
示
】

十
月
十
八
日
の
ふ
れ
あ
い
談
話

室
（
三
二
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
で
行
っ

た
、
小
物
作
り
に
参
加
し
た
人
の

作
品
（
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
の
コ
マ
）

を
展
示
し
ま
し
た
。
展
示
し
た
後

参
加
音
に
返
却
し
ま
し
た
。

【
健
康
相
談
】

地
区
セ
ン
タ

ロ
ビ
ー
で
は
、

僧
康
つ
く
り
推
進
委
員
と
保
健
師

が
、
酉
密
度
や
体
組
成
を
測
り
、

健
康
相
談
や
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

1
2
1
人
が
来
て
く
れ
ま
し
た
。

【
コ
ー
ヒ
ー
屋
　
『
夢
』
】

お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
、
マ
ド
レ
ー

ヌ
な
ど
を
販
売
し
ま
し
た
。

毎
月
第
2
土
曜
日
、
地
区
セ
ン

タ
ー
大
会
議
室
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の
無
料
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
第
〓
十
六
回

三
世
代
ふ
れ
あ
い
輪
投
げ
大
会
】

昨
年
は
雨
で
中
止
に
な
り
ま
し

た
が
、
享
年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ

十
五
チ
ー
ム
の
参
加
で
盛
況
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

結
果優
勝
　
赤
坂
A

2
位
　
西
椎
路
A

3
位
　
松
見
台

4
位
　
柳
沢

5
位
　
吉
野

6
位
　
大
久
望
町

7
位
　
赤
坂
B

8
億
　
乗
原
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
A

来
年
も
多
く
の
チ
ー
ム
の
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。
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防火パレードを実施しました（11月8日）

～求む！茶森の消防団風～
r由分の町は由分で守るっ楽むくをモワトーにJ

地域に貢献したい方、消防活動に興味を持った方、
買方も消防団の¶昌になりませんか。

やる気があれば大丈夫。
充実した教育制度。
優しい先輩がサポートします。

対象となる方18歳～40歳まで

連絡先　士也域の自治会または消防団へ

㌦
赤
貌
凌
栓
各
作
品
昼
節
食
開
催

粥等
赤
坂
凌
壮
芸
の
会
員
は
お
よ
そ

五
十
名
で
、
日
頃
か
ら
カ
ラ
オ
ケ

等
の
サ
ー
ク
ル
活
動
や
懇
親
旅
行
、

各
種
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
を
楽

し
み
な
が
ら
和
気
あ
い
あ
い
と
活

動
し
て
い
ま
す
。

こ
の
作
品
展
示
会
は
隔
年
で
開

催
さ
れ
て
い
て
、
享
年
は
生
け
花

や
手
工
芸
品
、
書
な
ど
、
芸
昌
の

力
作
三
十
点
程
が
並
び
ま
し
た
。

ど
の
作
品
も
、
随
所
に
手
先
の
器

用
さ
や
創
意
工
夫
が
見
ら
れ
、
見

事
に
表
現
さ
れ
た
独
特
な
芸
術
的

感
性
に
、
来
場
者
は
じ
っ
く
り
見

入
っ
た
り
感
嘆
の
声
を
上
げ
た
り

∴
烏
了
ィ
．

十
月
十
八
日
の

重
度
方
面
襟
よ
り
地
域
の
皆
様
へ

消
防
団
は
地
域
に
住
ん
で
い
る

人
、
ま
た
は
働
い
て
い
る
人
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
る
消
防
機
関
で
す
。

団
昌
は
自
営
業
　
芸
社
昌
・
公
務

員
な
ど
様
々
な
職
業
の
集
ま
り
の

た
め
、
日
頃
は
各
々
の
仕
事
に
専

念
し
、
災
害
時
に
は
消
防
団
員
と

し
て
対
応
に
当
た
り
ま
す
。

消
防
団
の
活
動
は
火
災
時
の
消

火
活
動
だ
け
で
な
く
、
水
害
、
震

災
な
ど
の
自
然
災
害
が
発
生
し
た

際
に
も
出
動
し
、
地
域
の
安
八
王
を

守
り
ま
す
。
そ
の
他
に
も
水
利
や

消
防
機
器
の
点
検
、
災
害
へ
の
警

戒
、
火
災
予
防
運
動
や
防
災
訓
練

に
参
加
す
る
な
ど
、
防
災
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
地
域
住
民
の
生
活
を

守
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す。
愛
鷹
方
面
隊
で
は
地
域
の
防
災

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
消
防

団
昌
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
普
段

の
生
活
で
は
知
り
合
え
な
い
仲
間

と
の
繋
が
り
、
仕
事
で
は
経
験
で

き
な
い
活
動
を
、
一
緒
に
体
験
し

ま
せ
ん
か
。
　
　
　
　
　
（
益
田
）

し
て
、
作
品
鑑
昌
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。
こ
の
中
か
ら
何
点
か
の

作
品
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま
つ
り

に
も
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
に
足
を
運
ん
で
く

れ
た
方
々
に
は
、
記
今
心
に
手
作
り

三
二
草
履
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
が
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
娼
評
で
し
た
。

次
回
、
二
年
後
に
開
催
さ
れ
る

予
定
の
作
品
展
示
会
に
向
け
て
、

会
員
の
み
な
さ
ん
が
新
た
な
創
作

意
欲
を
持
ち
、
趣
向
を
凝
ら
し
た

作
品
を
お
披
露
目
し
て
く
れ
る
の

か
楽
し
み
で
す
。
　
　
　
（
中
村
）

）

雷

撃

蓑

冨

寄

宿
盤
三
包
0
品府艶
幽
閉
胃
貝

石
井
い
づ
み
（
編
集
委
員
長
）

小
野
よ
し
子
　
（
副
委
員
長
）

江本　文子　（　〃　　）

牧
野
し
の
ぶ
（
　
〟
　
）

久保田光子　（　〃　　）

田嶋　孝雄　（　　〃　　）

【
三
班
編
集
委
員
】

小
山
　
安
雄
　
（
烏
谷
）

田
中
　
　
勉
　
（
椎
の
木
）

中
村
　
佳
子
（
つ
ば
さ
ケ
丘
）

加
藤
　
　
友
　
（
芝
原
町
）

亀
田
　
　
徹
　
（
大
久
望
町
）

鈴
木
　
由
香
　
（
乗
原
）

益
田
　
淳
史
　
（
方
面
隊
）

【
ふ
れ
あ
い
編
集
委
員
】

小
野
　
惣
一
（
地
区
社
協
）

編
　
集
　
後
　
記

2
0
2
日
弓
は
い
か
が
で
し
た
か
っ

雨
に
も
負
け
ず
秋
祭
り
の
取
材

を
し
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
取
材
の
た
め
に
各
所
へ
出
か

け
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま
つ
り
で
は

準
備
か
ら
本
番
ま
で
取
材
す
る
な

ど
、
楽
し
ん
で
読
ん
で
い
た
だ
き

た
い
と
編
集
委
員
み
ん
な
で
取
り

組
み
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
皆
さ
ん
よ
い
お
年

を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。
　
（
小
山
）


